
魚種（海域）：ホッケ （道南日本海～道南太平洋海域） 

担当水試：函館水産試験場 

 

 要約表 

評価年の基準 

（2011 年度） 
資源評価方法 

2011 年度の 

資源状態 

2011～2012 年度 

の資源動向 

2011年1月1日 

～2011年12月31日 
漁獲量 低水準 減少 

 ＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

主たる漁業は定置網（底建網），刺し網，まき網である。このうち定置網，刺し網は道南

海域（道南日本海～道南太平洋）の各地でほぼ周年漁業が行われており，まき網は主に津

軽海峡で 3～6月に行われている。この他，海域各地で釣り，松前周辺でかご漁業が行われ

ている。なお，日本海側では春の索餌期（4～6月）と秋の産卵期（10～12 月）の年 2回漁

獲のピークがあり，太平洋側では春の索餌期に漁獲のピークがある。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

 渡島檜山管内において合計 17 種類の漁業が行われており（表 1），それぞれの漁業の許

可等に関する取扱い方針，漁業権行使規則等で操業期間，漁具の制限を定めている。 

 

２．評価方法とデータ 

・漁獲量 

評価方法は漁獲量による。漁獲統計データの出典は 1985～2010 年は漁業生産高報告，

2011 年は水試集計速報値である。漁期年は 1～12 月として，道南日本海と道南太平洋の 2

海域に分けて集計した。集計範囲は，檜山管内および渡島管内の松前町～函館市石崎を道

南日本海，渡島管内の函館市小安～長万部町を道南太平洋とし，日本海側に面している八

雲町熊石地区（旧熊石町）は道南日本海として集計した。 

・体長組成，年齢組成 

松前漁協刺し網およびかご，ひやま漁協奥尻支所底建て網，えさん漁協まき網および刺

し網，砂原漁協底建て網の漁獲物標本を銘柄別に採取し，測定を行った。年齢査定は耳石

薄片標本を用いて行った。各漁協のそれぞれの漁業別銘柄別漁獲量を用いて体長組成，年

齢組成を推定した。それらの組成を海域全体の漁獲量に引き伸ばして年齢別漁獲尾数を求

めた。 

・ 再生産関係および RPS 

 10～12 月に産卵場周辺海域（久遠貝取澗，奥尻，上ノ国，松前）で底建網により漁獲さ
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れた漁獲量を産卵親魚量とし，年齢別漁獲尾数の 1歳の尾数を加入量として扱い，ｙ年級

の 1 歳での再生産成功率（RPS）は，ｙ+1 年に 1 歳で漁獲された尾数（加入量の指標）を

ｙ－1年の 10～12 月に産卵場周辺海域で底建網により漁獲された漁獲量（親魚量の指標）

で除することにより求めた。 

  

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

道南海域におけるホッケの漁獲量は，1980年代後半には2万トン台まで増加したが，1990

～2003 年は 1.4 万トン前後で推移した（図 1）。2004 年以降は漁獲量が急減し，1万トンを

下回っている。 

海域別にみると，道南日本海では 1984～1989 年は 1.4 万トン前後の高い漁獲水準で推移

していたが，1990 年には 5千トン台まで急落した。1991～2003 年はおよそ６千～1.2 万ト

ンの間を 2～3 年おきに増減を繰り返しながら推移したが，2004 年以降は４千トン前後で

推移している。道南太平洋では 1985 年に 1 千トン台まで減少した後，増加傾向に転じて

1990 年には 8 千トン台となった。その後は道南日本海と同様に 2002 年まで増減を繰り返

し，2003～2007 年は減少傾向が続き，2,000 トンを下回ったが，2008～2009 年は 3 千ト

ン台となった。 

2011 年の漁獲量を前年と比較すると（表 2），道南日本海では前年比 72％の 1，718 トン，

道南太平洋では前年比 53％の 1，393 トン，道南海域全体では前年比 62％の 3，110 トンで

あった。漁法別・海域別にみると，日本海の刺し網では前年比 127%の 475 トンと増加した

が，ほかの漁業はすべて減少した。 

なお，漁獲努力についての関係者への聞き取り調査の結果，定置網類については大きな

変化はみられなかったが，道南太平洋のまき網の操業隻数については 2001 年頃にそれまで

の 8隻から 6隻に減少した。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

2005～2007 年に低位であった漁獲量は 2008～2009 年に増加し，2010 年，2011 年は減少

した（図 1）。この増減は日本海，太平洋とも定置網類の漁獲増減が大きく影響している（表

3）。定置網類での漁獲物の体長組成および年齢組成についてみると，道南日本海の底建網

では，2008 年は春期に 20～25cm の 1 歳魚（2007 年級）が，秋期には 25cm にモードがみら

れる 1 歳魚がそれぞれ多く漁獲された。2009 年は春期，秋期とも 25～26cm にモードがみ

られ，2歳魚（2007 年級）の占める割合が高かった。2010 年は春，秋ともに 2歳魚（2008

年級）が主体となっており，2011 年は 3 歳魚(2008 年級)が主体となっていた（図 2）。道

南太平洋の底建網による漁獲物は，2008 年は 23cm にモードをもつ 1歳魚（2007 年級）が

多く漁獲された（図 3）。2009 年には 25cm にモードを持つ 1 歳魚（2008 年級）と，30cm

にモードをもつ 2歳魚（2007 年級）が漁獲された。2010 年は 30～32cm にモードがみられ，
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1 歳魚（2009 年級）と 2歳魚（2008 年級）が漁獲されたが，2歳魚が占める割合が高い。 

道南太平洋のまき網では，2008 年に漁獲量が 214 トンと過去最低を記録した後，2009～

2010年は増加して900トン前後の漁獲があり，2011年はやや減少して663トン漁獲した(表

3)。魚体サイズは 20～35cm の範囲に複数のピークを持ち，2009 年は 2歳魚（2007 年級）

が，2010 年は 2歳魚（2008 年級）が中心であったが，2011 年は 3歳魚（2008 年級）が中

心であった（図 4）。 

年齢別漁獲尾数（表 4，図 5）をみると，1 歳魚は 2008 年には 24 百万尾漁獲されたが，

2010 年には 2.4 百万尾，2011 年には 0.9 百万尾と大きく減少している。2 歳魚は 2008 年

に 4百万尾だったのが，2009 年に 17 百万尾に増加し，2010 年には 8百万尾に減少した。 

以上のように，2008 年は日本海（図 2），太平洋（図 3）とも 1歳魚（2007 年級）が主体

となっており，新規加入した 2007 年級の豊度が近年の中では比較的良好だったことが漁獲

量増加につながったと考えられる。また，2009 年は各海域で 2 歳となった 2007 年級を漁

獲することにより漁獲量が維持されたと考えられる。2010 年は漁獲量が減少し，1歳魚の

占める割合が少なかった。2011 年はさらに漁獲量が減少し，1歳及び 2歳魚の占める割合

が少なかった。このことから 2009 年級及び 2010 年級の豊度が低くかったと推定される。 

産卵期と考えられる 10～12 月の産卵場に近いと考えられる久遠貝取澗，奥尻，上ノ国，

松前地区の底建網による漁獲量の推移を図 6に示した。これらの地区での漁獲量は産卵親

魚量を反映していると考えられる。これらの推移をみると，各地区とも 2003 年までは数年

周期の変動があるものの比較的高いレベルにあったが，2004 年以降はそれ以前のレベルに

比べ低下したと考えられる。さらに2010年および2011年の奥尻の漁獲量は大幅に減少し，

産卵親魚量が少なかったと推定される。これらの親魚量に対し，年齢別漁獲尾数の１歳漁

獲尾数を加入量として再生産関係を示した（図 7）。親魚量に対する加入量には有意な関係

はみられなかった。また再生産成功率（RPS）は，2007 年級は高いが，2009 年級および 2010

年級は非常に低い（図 8）。 

以上のように，近年産卵親魚量が低下している中で，2007 年級は高い RPS により豊度が

高かったが，2009 年級および 2010 年級は RPS が低かったために豊度が低かったと考えら

れる。 

このように近年は産卵親魚量が減少し，加入量も減少して資源が減少し，資源状態が厳

しい状況にあると考えられる。 

 

(3) 評価年の資源水準：低水準 

1990～2009年までの20年間の漁獲量の平均値を100とし，その±40％の範囲を中水準，

60 以下を低水準，140 以上を高水準とした。漁獲量をこの基準に当てはめた結果，2011 年

の資源水準指数は 26 となり低水準と判断された（図 9）。 

 

(4) 今後の資源動向：減少  
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この海域の漁獲は1～3才が中心となるが，2～3才の2009～2010年級は豊度が低い。2012

年の漁獲量を次のように推定した。2歳以上の年齢別漁獲尾数は，2011 年の年齢別漁獲尾

数に各年齢の減少率の平均を乗じて推定し，1歳の加入量は過去3年のRPSの平均値を2010

年 10～12 月の産卵場周辺海域での漁獲量に乗じて推定した（図 10）。さらに推定された漁

獲尾数に平均体重を乗じて予想漁獲量を算出した（図 11）。推定された漁獲尾数および漁

獲量は 432 万尾，1,512 トンと 2011 年（692 万尾，3,110 トン）に比べて減少した。増減

率は 51％と平均増減率 21%を上回ることから減小と判断した。 

なお，2012 年春期の漁獲状況は 1歳魚と考えられる小型個体が漁獲されているものの漁

獲量は非常に少なく，2011 年級の豊度はあまり高くないと考えられる。 

 

４．文献 

 なし 
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図1 道南海域の海域別ホッケ漁獲量の推移

表1 渡島檜山管内におけるホッケ漁業の免許数・許可数・行使数（2009年）
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表3 道南海域におけるホッケの海域別・漁法別漁獲量の経年変化 （単位：トン）

表2 道南海域におけるホッケの海域別・漁法別漁獲量の年比較
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図2 道南日本海の底建網による漁獲物の体長年齢組成(2007～2011年）
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図3 道南太平洋の底建て網（春期）による漁獲物の体長年齢組成(2003～2011年）

注：年により漁獲尾数が大幅に異なるため、漁獲尾数軸のスケールが年により異なっている。

11＿ホッケ＿道南日本海～道南太平洋海域

2012年度 11-8 道総研水産研究本部



図4 道南太平洋のまき網による漁獲物の体長年齢組成(2001～2011年）

注：年により漁獲尾数が大幅に異なるため、漁獲尾数軸のスケールが年により異なっている。
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表4 道南海域におけるホッケの年齢別漁獲尾数の経年変化

図5 道南海域におけるホッケの年齢別漁獲尾数
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図6 産卵場に近いと考えられる久遠・貝取澗、上ノ国、奥尻松前地区
での10～12月に底建網で漁獲された漁獲量の推移
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図7 親魚量に対する加入量の関係

図8 近年の親魚量とRPSの推移
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図9 道南日本海～道南太平洋海域におけるホッケの資源水準

（資源状態を示す指標：漁獲量）
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図10 各年級の年齢毎の減少率の平均から推定された2012年の
年齢別漁獲尾数

図11 推定された2012年の年齢別漁獲尾数と平均体重から推定された
2012年の漁獲量
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生態表  魚種名：ホッケ 海域名：道南日本海～道南太平洋海域 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ホッケ（道南日本海～道南太平洋海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

分布域は，茂津多岬付近から本州北部日本海，噴火湾から本州北部太平洋である。標識放流の結

果から，この海域の中での相互移動が確認されており，一部は積丹半島西岸に移動することもあり

ます。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：１月１日） 

  (１月時点)  

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 

体長(cm) 
オス 18 28 31 33

メス 21 28 32 35

体重(g)  
オス 123 307 451 495

メス 129 322 495 619

（体長は久新１)。体重は1995～2002年の４月における漁獲物測定資料） 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

体長25cm，１歳から成熟する個体が一部みられるが，ほとんどは体長30cm前後，２歳で成熟する。

 （1995～2002年の11～12月における漁獲物測定資料） 

   

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：10月～12月。 

・産卵場：茂津多岬周辺から松前周辺や恵山周辺から鹿部周辺にかけての本道沿岸及び奥尻島沿岸の岩礁

域である。 

・産卵生態：岩礁の窪みに卵を数回に分けて産みつけて，ふ化まで雄が保護する。 

 

５．その他 

成長にともなって浮遊生活から底生生活に移行し，呼称も「ロウソクボッケ」「ハルボッケ」「マ

キボッケ」「ネボッケ」などと変化する。これに対応して漁業も底建網，旋網，刺し網など生活様

式に合わせた漁業が行われる。 
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